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ょ

林
先
生
に
よ
っ
て
講
せ
ら
れ
て
ゐ
る
大
鏡
の
序
に
見
ゆ
る
有
名
な
雲
林
院
に
就
て
、
管
見
の
及
ぶ
所
を
一
怨
に
ま
と
め
た
拙

し

が

き
平
，芸

林

院

の

研

究

昔

代

語
で
あ
る
、
営
時
粟
特
人
や
吐
火
羅
人
は
、
多
く
我
が
新
彊
に
出
入
し
た
か
ら
、
故
に
今
日
猶
其
の
遺
物
が
あ
る
、
惜
む
ら
く
は

我
が
國
人
は
術
末
だ
此
の
種
の
古
代
語
を
研
究
す
る
も
の
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
研
究
せ
ん
マ
J

欲
せ
ば
、
勢
ひ
こ
れ
を
英
佛
獨

の
諸
國
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
た
ゞ
宣
統
庚
戌
に
露
國
人
コ
ズ
ロ
フ
大
佐
が
、
甘
州
の
古
塔
に
於
て
西
夏
文
字
の
書
を
得

而
し
て
天
の
時
刻
す
る
所
の
河
西
文
大
載
続
が
、
後
ま
た
京
師
か
ら
出
た
の
で
畜
上
虞
の
羅
繭
其
が
始
め
て
西
夏
文
の
讀
に
通

じ
た
、
今
葱
俄
使
館
の
参
賛
イ
バ
ノ
フ
博
十
が
、
更
に
西
夏
語
昔
の
研
究
を
な
し
た
が
、
其
の
研
究
の
結
果
は
術
未
だ
登
表
せ

ら
れ
な
い
。

此
の
外
近
く
三
十
年
中
に
於
て
、
中
國
の
古
金
石
古
器
物
の
発
見
は
、
殆
ざ
歳
ご
し
て
出
な
い
こ
さ
は
な
い
、
其
の
學
術
上

の
関
係
に
於
て
も
、
亦
未
だ
必
す
し
も
上
の
五
項
に
譲
ら
な
い
が
、
併
し
零
星
分
散
せ
る
を
以
て
、
故
に
一
々
線
學
す
る
こ
こ

は
出
末
な
い
、
た
だ
此
の
五
者
は
分
量
4
最
も
多
く
、
又
近
く
一
二
十
年
中
に
於
け
る
特
有
の
登
見
で
あ
る
か
ら
、
故
に
比
し
て

こ
れ
を
述
べ
た
、
併
し
此
等
の
登
見
物
は
、
冊
界
の
學
者
の
全
力
を
合
せ
て
之
を
研
究
し
て
も
、
其
の
間
悛
す
る
所
は
肉
未
だ
其

の
半
ば
に
及
ば
な
い
、
況
ん
や
こ
れ
よ
り
後
の
登
見
は
、
ま
た
正
に
自
ら
窮
り
な
い
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
少
年
の
努
力
に
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
（
完
）

四
六

節

雄



浦
少
納
言
枕
卒
子
「
野
は
」
の
う
ち
に
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
紫
野
で
は
、
古
く
か
ら
春
の
花
、
秋
の
紅
葉
の
美
し
さ
を
追
ふ
て
、

平
安
京
の
大
宮
人
は
、
子
日
遊
，
さ
て
は
遊
城
に
う
ち
興
じ
て
ゐ
た
。
「
を
か
し
き
夕
月
夜
、
ゅ
ゑ
あ
る
有
明
、
花
の
た
よ
り
品
叩
公

の
た
づ
ね
所
に
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
院
は
い
さ
御
心
の
ゆ
ゑ
お
は
し
て
、
所
の
様
は
、
ぃ
ご
世
は
な
れ
紳
さ
び
た
り
、
」
こ
紫
式
部
日

記
に
あ
る
如
く
、
風
情
あ
る
夕
月
夜
、
あ
る
は
有
明
の
月
を
め
で
ん
に
は
よ
く
、
山
時
鳥
の
初
背
セ
ま
だ
き
に
き
く
に
も
、
こ
よ
な

う
静
寂
の
こ
こ
ろ
で
あ
っ
た
0

院
は
す
な
は
ち
、
賀
茂
の
齊
院
、
村
上
天
皇
皇
女
選
子
内
親
王
で
あ
る
。
は
づ
か
に
聞
ゆ
る
も
の

ご
て
は
、
秋
の
宵
、
嬬
患
ふ
さ
を
鹿
の
、
北
野
ゆ
き
紫
野
ゆ
ぎ
喩
く
整
の
み
で
あ
っ
た
し
紫
野
ご
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
武
蔵
野
近

江
託
馬
野
は
た
河
内
の
横
野
よ
り
も
繁
く
、
紫
草
の
密
生
し
て
ゐ
た
た
め
で
あ
ら
う
か
°
淳
和
天
皇
は
こ
の
幽
境
を
選
び
給
ふ

第

章

四
七

稿
の
う
ち
か
ら
、
そ
の
一
部
分
を
掲
載
致
し
ま
す
0

淳
和
天
皇
の
離
宮
紫
野
院
が
同
天
皇
の
天
長
九
年
ー
ニ
月
十
一
日
雲
林
亭

さ
名
が
革
り
，
消
和
天
皇
の
貞
観
十
一
年
二
月
十
六
日
寺
院
雲
林
院
さ
な

b
、
鎌
倉
時
代
の
末
葉
徳
治
の
頃
ま
で
、
京
都
の

北
郊
紫
野
に
存
在
し
ま
し
た
。
そ
の
間
離
宮
で
あ
っ
た
の
は
四
十
年
、
寺
院
マ
J

し
て
活
躍
し
た
の
は
凡
四
百
五
十
年
で
あ
り

ま
す
3

茄
磨
の
年
代
は
不
明
で
あ
b
ま
す
が
、
徳
治
ご
元
亨
の
間
で
あ
ら
う
マ
J

想
像
せ
ら
れ
ま
す
。
荒
麿
以
末
既
に
敷
百
年

今
織
に
紫
野
大
徳
寺
門
外
に
雲
林
院
の
名
跡
を
讃
ぐ
一
小
堂
が
あ
り
ま
す
が
、
此
堂
は
祠
宗
で
あ
っ
て
、
古
の
天
台
宗
の
逍

鉢
を
偲
へ
て
居
b
ま
せ
ん
0

雲
林
院
の
事
踏
に
就
き
ま
し
て
は
、
頗
る
苦
心
し
て
調
べ
ま
し
た
が
、
創
建
年
代
、
師
資
相
承
、
麿

寺
の
原
因
及
年
代
等
の
如
き
は
未
だ
不
明
に
屈
し
ま
す
0

拙
稿
は
二
十
二
章
か
ら
成
つ
て
ゐ
て
、
到
底
載
せ
き
れ
ま
せ
ぬ
。

依
つ
て
今
回
は
五
章
の
み
に
止
め
、
他
日
機
會
あ
ら
ば
、
績
稿
を
高
覧
に
供
し
御
批
評
を
仰
ぎ
た
い
ご
存
じ
ま
す
。

紫
野
院
ー
賀
茂
の
齋
院
ー
紫
式
部
日
記
ー
紫
野
の
名
義
ー
無
名
草
子
ー
西
行
法
師

紫

野

の

閑

寂



て
、
天
長
の
頃
離
宮
の
紫
野
院
を
御
造
螢
め
ら
せ
ら
れ
た
。
後
紫
野
院
は
精
含
に
菱
っ
て
雲
林
院
こ
な
り
、
今
B
ま
で
一
千
百

餘
年
に
な
る
が
、
今
は
往
時
の
片
影
だ
に
見
る
を
得
な
い
。
さ
て
も
雲
林
院
の
名
は
紫
野
に
因
ん
で
、
亜
衆
の
末
迎
を
う
け
，
紫

雲
に
の
ぽ
る
意
を
寓
せ
し
め
給
ふ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
0

げ
に
も
ゆ
か
し
き
名
で
は
あ
る
。

紫
野
の
名
義
に
就
て
大
徳
寺
の
内
陣
案
内
の
人
か
ら
聞
い
た
こ
y
J

で
あ
る
が
、
寺
か
ら
賀
茂
川
JJ
堤
の
方
を
打
眺
め
た
マ
J

き

紫
が
か
り
て
見
え
た
の
で
、
紫
野
の
名
が
起
つ
た
の
で
あ
る
こ
0

こ
は
俗
説
に
過
ぎ
な
い
っ

Jヽ

思
は
れ
る
。
無
名
草
子
に
、
紫
野

の
宵
の
あ
は
れ
さ
が
美
し
う
書
か
れ
て
ゐ
る
、
か
か
る
折
の
殊
涎
に
な
っ
か
し
く
沿
桑
の
髪
の
は
げ
し
さ
に
且
腑
き
且
古
を
追

懐
し
つ
ヽ
．
著
害
は
、
烈
H
の
下
．
應
の
多
い
紫
野
を
初
径
し
た
。

無
名
草
子
（
日
本
文
學
の
大
系
本
）

む
げ
に
老
い
哀
へ
、
御
世
も
末
に
な
り
て
、
其
の
か
み
奉
り
な
れ
て
侍
り
け
む
人
も
稚
く
｀
今
の
他
の
人
も
は
か
ー
↑
＼
し
く

ゥ

リ

ン

井

ン

奉
る
事
も
な
き
末
の
憔
に
な
り
て
し
も
、
九
月
十
日
よ
ひ
の
月
あ
か
A

り
け
る
に
、
雲
林
院
の
不
間
の
念
佛
の
果
て
に
参
り

た
り
け
る
殿
上
人
四
五
人
ば
か
り
、
蹄
さ
に
本
院
の
み
か
ざ
の
細
目
に
あ
き
た
る
よ
り
や
を
ら
入
り
て
、
昔
よ
り
心
憎
く
い

は
れ
さ
せ
給
ふ
院
の
う
ち
刃
心
び
て
見
む
こ
息
ひ
け
る
に
、
人
の
音
も
せ
す
し
め
人
＼
y
J

あ
り
け
る
に
、
御
前
の
前
裁
心
に
任

せ
て
高
く
生
ひ
茂
る
を
、
露
は
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
さ
ら
め
き
わ
た
り
、
歳
の
贅
々
か
し
が
ま
し
き
ま
で
聞
．
口
、
遣
水
の

昔
の
8
」
や
か
に
て
、
舟
岡
の
成
．
風
ひ
ゃ
‘
>
か
に
吹
き
渡
り
け
る
に
、
御
前
の
少
し
動
き
て
、
薫
物
の
香
い
マ
J

芳
ば
し
く
匂

ひ
出
で
た

b
け
る
だ
に
、
い
ま
ま
で
御
格
子
も
堡
ら
で
月
な
ざ
御
覧
し
け
る
に
や
ご
、
あ
さ
ま
し
く
め
で
た
（
覺
わ
け
る
に

ヒ
ャ
，
J

テ
ウ
．

奥
深
く
箔
の
琴
を
平
調
に
調
ぺ
ら
れ
た
る
朦
．
ほ
の
か
に
聞
わ
た
り
け
る
ぃ

無
名
卒
子
は
．
文
學
Y
J

人
物
の
評
論
の
書
で
＂
右
の
文
は
最
後
に
近
い
く
だ

b
で
．
紫
野
の
壺
院
の
事
を
記
し
だ
こ
こ
ろ
で
あ

る
。
作
者
は
不
朋
で
あ
る
が
、
黒
川
春
村
は
應
永
頃
の
作
で
あ
る
マ
J

し
、
山
岸
徳
平
氏
は
建
久
正
治
頃
に
成
っ
た
の
で
あ
ら
う

四
入



四
九

マ
」
云
は
れ
る
0

然
し
こ
れ
を
以
て
「
雲
林
院
流
麿
の
期
乞
決
定
す
る
資
料
た
り
得
る
か
否
か
は
、
後
意
に
説
く
」
雲
林
院
の
不
晰

の
念
佛
が
、
後
に
説
く
菩
提
講
を
さ
し
て
ゐ
る
の
か
否
か
は
、
知
ら
れ
な
い
但
し
西
岡
虎
之
助
氏
は
菩
提
講
で
あ
る
｀
説
か
れ

て
ゐ
る
，
l

（
史
學
雑
誌
昭
和
二
年
七
月
）
今
の
紫
野
は
古
の
悌
が
少
し
も
蔑
つ
て
ゐ
す
、
其
名
の
ゆ
か
し
さ
に
比
し
て
あ
ま
り
に

も
雑
然
た
る
家
の
建
ち
ゃ
う
で
あ
る
。
真
夏
の
日
に
照
ら
さ
れ
て
汗
<
J

暑
氣
に
苦
し
み
つ
>
‘
著
者
は
低
徊
趣
味
か
ら
、
敷
時

間
を
此
野
に
費
し
た
。
空
想
は
空
想
を
交
へ
、
堪
，
ビ
難
き
憧
憬
の
心
も
て
夢
幻
の
時
代
に
魂
は
飛
ん
で
行
く
。
そ
こ
に
は
紫
式

部
H
記
や
、
無
名
草
子
に
描
か
れ
て
ゐ
る
紫
野
の
す
が
だ
が
、
ま
ざ
ま
ざ
マ
J

、
ま
な
か
ひ
に
浮
ん
で
末
る
°
照
り
つ
け
る
夏
の

H

も
忘
れ
ら
れ
て
逍
箔
の
敷
H
が
楡
快
に
過
さ
れ
る
。

洒
行
法
師
が
雲
林
院
の
櫻
を
尋
ね
た
で
あ
ら
う
こ
マ
J

は
、
夫
木
和
歌
抄
の
歌
（
第
十
五
章
参
看
）
で
知
ら
れ
る
。
し
か
も
其
歌

は
山
家
集
に
は
見
わ
ね
0

雲
林
院
Y
J

相
帥
不
離
の
闊
係
に
あ
っ
て
、
雲
林
院
の
位
饉
セ
決
定
す
る
上
に
重
大
な
債
値
を
有
す
る

紐
岡
山
を
も
西
行
法
師
は
た
づ
ね
た
が
、
雲
林
院
の
こ
こ
は
歌
つ
て
ゐ
な
い
0

山
家
集
下
に
あ
る
歌
で
、
新
千
載
集
哀
偽
の
部

に
も
入
っ
て
ゐ
る
。
（

の

夜

月

イ

）

（

に

ま

か

り

て

イ

）

七
月
十
五
H
月
あ
か
A
り
に
け
る
に
舟
岡
'tJ

申
す
所
に
て

い
か
で
我
今
宵
の
月
を
身
に
そ
へ
て
死
出
の
山
路
の
人
を
照
ら
さ
む

月
明
に
乗
じ
て
舟
岡
あ
た
り
を
歩
い
て
ゐ
る
西
行
の
姿
が
迂
ん
で
末
る
Q

山
家
集
類
題
に
は
雑
の
部
に
あ
る
り
類
題
の
哀
偽
oJ

部
に
次
の
歌
が
あ
る
。
十
行
の
う
ち
の
一
で
あ
る
3

.

院
の
二
位
の
局
身
ま
か
り
け
る
跡
に
十
の
歌
人
々
よ
み
け
る
に

ひ

イ

け

ん

イ

船
岡
の
す
そ
野
の
塚
の
敷
そ
へ
て
昔
の
人
に
君
を
な
し
つ
る

此
歌
は
玉
葉
和
歌
集
雑
四
に
も
入
っ
て
ゐ
て
、
詞
曹
に
は
「
紀
伊
二
位
身
ま
か
り
け
る
跡
に
て
」
マ
」
あ
る
Q

紀
伊
の
二
位
は
、
後



抑
々
雲
林
院
の
前
身
た
る
離
宮
紫
野
院
の
創
建
年
代
は
、
吾
人
の
捜
索
し
得
た
文
献
の
範
園
内
に
て
は
、
未
だ
詳
に
し
得
な

ぃ
°
天
長
六
年
淳
和
天
皇
離
宮
紫
野
院
行
幸
の
記
事
が
、
類
楽
國
史
に
見
わ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
年
以
前
の
御
造
螢
な
る
こ
9
J

は

知
ら
れ
る
0

お
そ
ら
（
紫
野
院
の
文
献
に
現
れ
た
る
も
の
で
は
、
最
も
年
代
の
遡
る
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
て
史
に
、
嵯
峨

天
皇
の
御
代
に
は
、
紫
野
院
に
闊
す
る
何
等
の
記
載
な
き
と
こ
ろ
か
ら
察
し
て
。
紫
野
の
創
建
は
、
略
々
想
像
せ
ら
れ
や
ぅ
゜

即
ち
淳
和
天
皇
御
即
位
後
、
天
長
元
年
か
ら
，
此
六
年
ま
で
の
間
に
、
．
離
宮
マ
J

し
て
御
建
立
し
給
ふ
た
さ
推
定
し
て
、
略
々
誤

な
か
ら
う
ご
思
ふ
3

薙
州
府
志
に
嵯
峨
大
皇
此
行
宮
に
滸
撒
し
給
ふ
た
由
記
し
て
ゐ
る
が
、
さ
す
れ
ば
嵯
峨
天
皇
の
御
創
建
に

係
る
こ
マ
」
に
な
る
、
し
か
し
府
志
の
著
者
が
如
何
な
る
文
献
に
依
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
か
ら
、
今
直
ち
に
従
ふ
こ

Jゞ

は
出
末

ぬ
0

北
野
及
紫
野
一
帯
の
地
か
、
平
安
朝
時
代
に
於
て
畜
遊
猟
の
好
適
地
で
あ
っ
た
こ
こ
は
察
せ
ら
れ
る
が
、
か
A

る
闊
係
で

淳
和
天
皇
が
離
宮
紫
野
院
を
御
造
螢
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
天
長
六
年
の
行
幸
は
日
本
紀
略
に
も
見
わ
る
が
、
今
便
宜

青
本
逸
史
の
記
事
を
引
用
す
る
。
（
環
琴
ば
鯉
翫
翌
疇
嗜
）

天
長
六
年
冬
十
月
丁
未

第

二

章

離
宮
紫
野
院
行
幸
ー
淳
和
天
皇
ー
天
長
六
年
十
月
ー
天
長
七
年
四
月
ー

天
長
七
年
十
月
ー
天
長
入
年
十
一
月
ー

雲

林

院

の

創

建

年

代

五
0

白
河
天
皇
の
御
乳
明
少
納
言
信
西
の
後
妻
、
も
ご
待
賢
門
院
の
女
房
で
あ
っ
た
。
（
匹
醤
年
『
露
項
）
院
は
鳥
明
天
皇
の
皇
后
今

で
、
西
行
法
師
が
北
面
の
武
士
で
あ
っ
た
時
代
に
紀
伊
の
二
位
”
こ
は
相
知
つ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
0

此
歌
は
直
接
雲
林
院
の
考

證
に
は
闊
係
な
い
が
、
紫
野
閑
寂
セ
證
す
る
一
助
ご
も
な
る
マ
）
思
っ
て
採
っ
た
。



五

丙
辰
。
ぎ
泥
滓
池
f

羅
職
水
鳥
f

御
＝
紫
野
院
ぷ
山
城
國
献
レ
物
0

日
暮
雅
築
寮
奏
幸
品
査
正
侍
従
並
狩
長
五
位
及
院
領
0

山
城
國
橡

已
上
°
賜
緑
有
稔
0u

聘
翌
紅
記
『
（
這
ぞ
）

痙
州
府
志
に
言
ふ
所
の
紫
野
が
、
嵯
峨
天
皇
の
御
遊
城
の
所
で
あ
っ
た
こ
さ
は
、
北
野
さ
共
に
史
に
見
わ
て
ゐ
る
が
、
紫
野
院

が
同
天
皇
の
御
宇
に
既
に
存
在
し
た
こ
ご
は
見
わ
て
ゐ
な
い
。

H
本
紀
略
（
國
史
大
系
本
）

嵯
餓
天
皇

〇
弘
仁
五
年
間
七
月
（
日
本
後
紀
第
廿
一
―
―
)

辛
丑
°
遊
＿
＿
撒
北
野
オ
日
晩
御
＿
一
嵯
峨
院
謡
匹
侍
臣
衣
被
「

〇
弘
仁
入
年
入
月
（
日
本
後
紀
第
廿
六
）

甲
戌
遊
ー
ー
撒
北
野
f

便
御
ー
ー
嵯
峨
院
而
翌
五
位
已
上
及
山
城
國
橡
已
上
衣
被
つ

〇
弘
仁
九
年
入
月
（
日
本
後
紀
第
廿
七
）

己
卯
n

遊
ー
ー
嫌
北
野
苓
ざ
嵯
餓
院
ズ
守
-
1
1
~
-
<
1

賦
上
社
呟
賜1一
侍
臣
衣
→

〇
弘
仁
十
年
入
月
（
後
紀
第
廿
七
）

戊
辰
0

辛
嵯
峨
院
f

命
一
矛
↑
今
賦
レ
詩
。

〇
弘
仁
十
一
年
入
月
（
日
本
後
紀
第
廿
入
）

丙
子
°
幸
l

北
野
云
命
ー
ー
文
人
＿
賦
社
詩
°
賜
一
＿
五
位
巳
上
衣
被
f

0
(
同
年
）
九
月
丙
寅
c
幸
ー
ー
北
野
↓
賜
五
位
已
上
衣
被
f

〇
弘
二
十
三
年
正
月
（
日
本
後
紀
第
三
十
）



日
本
紀
略

天
長
七
年
夏
四
月
（
日
本
後
紀
堡
二
十
入
）

廿
五
丁
已
°
遊
二
撒
北
野
一
廿
七

0
面
四
年
）
九
月
甲
寅
遊
1

1

撒
子
北
野
f)

右
の
行
幸
は
大
抵
八
月
で
＂
秋
の
半
で
あ
る

0

秋
の
北
野
附
近
は
眺
美
し
か
っ
た
'
t
J

思
は
れ
る
0

嵯
餓
院
は
國
史
大
僻
典
に
掠

るマ
J

大
覺
寺
の
前
身
な
り
9
J

い
ふ
。

日
本
後
記

嵯
餓
天
皇

0
弘
仁
二
年
九
月

廿
六T
巳
0

遊
油
竿
土
紫
野
↓
五
位
已
上
賜
二
衣
被
『
是
月
桃
季
蔀
。

九
月
に
桃
の
花
の
疾
く
の
は
所
謂
返
り
疾
き
で
あ
ら
う
か
ら
、
舷
に
特
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

廿
七

〇
十
月
戊
子
0

遊
狐
子
紫
野
↓

天
長
六
年
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
た
、
｀
、
ド
ロ
ガ
イ
ケ
は
現
に
地
名
が
存
し
て
ゐ
て
、
梁
塵
秘
抄
咎
第
二
の
紳
歌
に
此
地
名
を
詠
ん
だ

佐
々
木
信
綱
氏
編
一

の
が
あ
る
。
（
明
治
書
院
刊
本

何
れ
か
貴
船
へ
奉
る
逍
賀
茂
川
み
の
さ
マ
」
み
ぐ
」
ろ
い
け
み
ご
ろ
さ
か
畑
井
田
し
の
坂
や
―
二
の
橋
山
河
さ
ら

l
＼
岩
枕

紫
野
院
へ
は
其
後
應
々
行
幸
が
あ
っ
て
、
詭
を
賜
ふ
の
が
例
9

」
な
っ
て
ゐ
る
0

次
の
記
事
に
よ
っ
て
察
す
る
マ
J
‘

紫
野
院
の
庭

園
は
、
鴨
川
に
臨
ん
で
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
う
す
る
ゞ
）
、
現
在
の
大
捻
寺
よ
り
は
蓬
に
東
に
寄
っ
た
ぐ
J

こ
で
あ
っ
た

＇ 
ら
し

五



乙
卯
ぷ
オ
鴨
川
細
写
J
3
御
一
紫
野
院
釣
台
f

観
二
遊
魚
つ

辛
廿
朔

天
長
七
年
冬
十
月

乙
已
幸
二
北
野
孟
参
議
左
近
術
中
牌
文
室
朝
臣
秋
津
獄
レ
物
°
御
二
紫
野
院
↓
侍
臣
及
院
領
ぶ
山
城
國
橡
已
上
賜
レ
藤
。

天
長
八
年
冬
十
一
月

十
日
戊
寅
。
幸
1

ー
北
野
孟
匹
御
二
紫
野
院
混
竺
年
品
翠

消
閑
た
る
紫
野
の
宵
、
離
宮
の
奥
か
ら
響
く
業
の
年
日
は
、
み
や
び
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
0

紫
野
の
仙
哀
は
特
に
天

皇
の
御
意
に
叶
ふ
た
の
で
あ
っ
て
、
御
譲
位
後
も
亦
御
幸
に
な
っ
て
ゐ
る
し
し
か
し
何
故
か
中
送
に
し
ャ
ー
紫
野
院
の
名
稲
＊
ク
髪

更
し
給
ふ
た
（
U

紫
野
に
あ
る
離
宮
に
、
同
じ
地
名
セ
以
て
離
宮
の
名
稲
こ
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
平
凡
過
ぎ
た
の
で
あ
ら
う
。

し
か
し
吾
人
に
は
雲
林
院
よ

b
も
紫
野
院
の
方
が
、
重
味
マ
J

ゆ
か
し
み
を
持
つ
て
ゐ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
0

名
義
襲
改
の
理

由
は
、
吾
人
に
は
わ
か
ら
な
い
。

後
世
ま
で
永
く
存
績
し
て
雲
林
院
は
、
天
長
の
は
じ
め
生
れ
出
で
た
3

今
を
去
る
賓
に
一
千
百
餘
年
前
で
あ
る
。

第

三

章

離

宮

こ

し

て

の

雲

林

院

五
1
1
-

淳
和
天
皇
行
幸
天
長
九
年
三
月
ー
天
長
九
年
九
月
＇
ー
淳
和
上
皇
御
幸
承
和

元
年
十
月
1

仁
明
天
塁
行
幸
承
和
十
一
年
入
月

天
長
九
年
一
一
一
月
十
一
日
、
淳
和
天
皇
行
幸
の
際
、
紫
野
院
な
る
名
義
セ
雲
林
亭
ご
改
め
給
ふ
た
。
其
原
因
は
前
意
に
述
ぺ
た
如

く
推
定
し
得
る
し
、
ま
た
吾
人
が
紫
野
の
章
に
記
し
た
や
う
に
、
紫
雲
に
因
め
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
(
)
而
し
て
此
年
よ
b
-
――

十
七
年
後
＂
寺
院
に
な
る
前
兆
は
既
に
此
繹
敢
的
名
稲
に
萌
し
て
ゐ
る
マ
こ
見
ら
れ
な
い
こ
マ

J

も
な
い
0

類
緊
國
史
、

H
本
紀
略
．



日
本
逸
史
共
に
同
文
で
あ
る
。

日
本
逸
史

天
長
九
年
一
二
月

癸
酉
°
鸞
駕
幸
ー
一
紫
野
院
f

御
ー
ー
釣
憂
↓
院
司
猷
レ
物
°
命
ー
ー
陪
従
文
人
一
賦
レ
詩
3

御
製
亦
成
0

賜
レ
藤
有
＞
差
°
新
探
二
院
名
ー
以
鳶
ー
ー
雲
林

亭
（
紐
翡
翡
）
一
環
忍
闘
這

＿
＿
＿
月
十
四
日
に
は
皇
后
の
行
啓
が
あ
っ
て
、
農
事
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
れ
た
3

日
本
逸
史

天
長
九
年
＿
＿
＿
月

日
本

＋
凶
丙
子
°
皇
后
ぎ
雲
林
亭
益
笠
農
業
之
風
『
賜
麿
従
五
位
已
上
被
0

六
位
以
下
及
殖
田
之
男
女
等
藤
『
紀
略

紫
野
や
北
野
に
於
け
る
遊
撒
の
後
は
、
大
抵
滋
に
行
幸
に
な
っ
て
．
藤
セ
賜
は
る
の
が
例
こ
な
っ
て
ゐ
る
。

日
本
紀
略

天
長
九
年
九
月

乙
卯
°
幸
ー
ー
雲
林
院
f

賜
二
侍
従
已
上
藤
↓

雲
林
亭
が
い
つ
の
ま
に
か
、
雲
林
院
に
菱
つ
て
ゐ
る
°
亭
ご
院
こ
は
逹
ふ
が
、
院
の
方
が
遥
か
に
重
味
が
あ
る
。
天
長
九
年
以

後
、
亭
の
字
を
使
っ
た
も
の
は
一
も
見
嘗
ら
な
い
。

H
本
逸
史

天
長
九
年
九
月

第一

1H'
二
帝
モ
部

廿
ペ
乙
卯
0

黍
輿
幸
＿
＿
北
野
呑
埜
鷹
犬
砿
i

二
雙
岳
及
陶
野
姦
ナ
ー
ー
雲
林
院
盃
賜
二
侍
従
巳
上
藤
石
ど
差
十
二
天
皇
遊
猟

五
四



五
五

次
の
承
和
元
年
は
、
淳
和
上
皇
の
御
幸
で
あ
る
。

績
日
本
後
紀

承
和
元
年
十
月

壬
午
後
太
上
天
皇
幸
ー
ー
雲
林
院
1

遊
二
撒
北
郊
l

有
I

一
四
園
一
蔵
人
所
隼
従
レ
之
。

仁
明
天
皇
の
行
幸
は
、
承
和
十
一
年
セ
以
て
，
初
見
9
J

す
る
°
爾
後
敷
年
に
し
て
、
雲
林
院
は
寺
院
こ
な
っ
た
0

其
直
接
の
原

因
は
、
仁
明
天
皇
の
崩
御
に
あ
る
。

類
棗
國
史

承
和
十
一
年
入
月
癸
已
幸
ー
ー
北
野
1

駐
ー
ー
躇
雲
林
院
閑
覧
-i
池
塘
加
”
ー
宴
群
臣

l
H
暮
遠
レ
宮

嘉
詳
三
年
三
月
二
十
一
日
仁
明
天
皇
の
崩
御
こ
共
に
、
雲
林
院
は
離
宮
マ
J

し
て
の
使
命
な
終
っ
た
0

爾
末
、
雲
林
院
は
0

常
康
親

王
の
御
意
志
に
よ
っ
て
，
精
含
y
J

し
て
、
平
安
湖
時
代
に
活
躍
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
3

後
世
に
至
る
程
、
寺
院
マ
J

皇
室
マ
J

の
関

係
は
，
盆
々
緊
密
に
な
っ
て
ゆ
く
°
而
し
て
長
講
堂
領
を
擁
さ
れ
た
持
明
院
統
が
，
南
北
朝
時
代
に
優
越
的
勢
力
を
示
さ
れ
た

如
く
，
荘
園
の
廣
表
は
、
延
い
て
重
大
な
る
続
涜
的
決
定
櫂
を
有
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
か
く
の
如
く
皇
室
マ
J

密
接

の
闊
係
に
あ
っ
た
雲
林
院
が
、
後
世
迄
在
頴
し
て
ゐ
た
ご
す
れ
ば
、
大
覺
寺
の
如
く
、
史
上
著
名
な
寺
院
た
り
得
た
か
も
知
れ

す
、
ま
た
本
山
比
叡
山
延
腔
寺
の
如
く
、
皇
室
の
為
に
貢
献
し
得
た
で
あ
ら
う
マ
J

甲
分
は
れ
る
。

文
掘
賞
録
に
よ
る
マ
J

、
草
書
を
能
く
し
た
藤
原
爛
雄
は
、
淳
和
天
皇
の
勅
セ
う
け
て
．
雲
林
院
の
壁
に
筆
を
揮
つ
て
ゐ
る
0

闊

雄
は
仁
貴
二
年
二
月
に
四
十
九
殿
で
卒
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
壁
書
セ
し
た
り
は
天
長
六
年
頃
こ
推
定
す
る
ビ
、
彼
が
ま
だ
ニ

十
七
歳
の
若
年
り
時
の
事
で
あ
っ
た
3

若
し
現
今
ま
じ
雲
林
院
が
懺
存
し
て
ゐ
て
。
幸
に
墨
色
な
ざ
が
尚
鮮
か
に
残
存
し
て
ゐ

た
な
ら
ば
、
偲
行
成
筆
偵
道
風
筆
日
＜
何
切
こ
平
安
朝
時
代
能
書
家
り
断
簡
零
墨
す
ら
珍
重
さ
る
る
＾
1

日
｀
の
多
大
の
珍
品
で



第
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あ
る
も
の
を
こ
、

本

尊

7
人
惜
し
き
氣
持
も
す
る
。

文
循
賓
録

閾
雄
亦
能
―
―
草
翡
1

南
池
雲
林
雨
院
壁
皆
令
下
闊
雄
害
上
＞
之
也

法
隆
寺
の
壁
蓋
が
泊
に
か
か
つ
て
ゐ
て
も
貴
煎
な
も
の
で
あ
る
ご
ご
く
、
墜
害
は
紗
少
な
る
扮
に
憤
値
多
苔
も
の
で
あ
ら
う
の

に
。
残
存
せ
る
も
の
を
あ
ま
り
聞
か
な
い
0

か
く
し
て
雲
林
院
は
淳
和
天
皇
の
御
愛
好
の
離
宮
で
あ
っ
た
ご
考
へ
ら
れ
る
°
離

宮
ご
し
て
の
雲
林
院
、
即
ち
序
曲
的
な
雲
林
院
は
、
以
上
で
幕
ヤ
閉
ぢ
い
よ

l
＼
寺
院
こ
し
て
の
大
使
命
に
向
つ
て
躍
進
す
る

こ
こ
ご
な
る
。

千
手
観
昔
ー
十
一
面
観
昔
ー
醍
醐
成
身
院
ー

現
在
の
雲
林
院
小
観
昔
堂
の
提
灯
に
、
十
一
面
観
昔
ご
あ
る
か
ら
，
今
の
本
館
は
是
で
あ
る
が
、
河
海
抄
に
よ
る
ご
、
昔
の
雲

林
院
の
本
諄
は
、
千
手
観
昔

t
あ

っ

た

ら

し

い

。

山

城

名

勝

志

に

。

±
人
云
、
本
尊
観
背
，
像
、
今
在
醍
醐
成
身
院
1

ご
あ
る
0

名
勝
志
の
著
者
が
か
，
＇
土
地
の
人
か
ら
聞
い
て
記
し
て
ゐ
る
が
．
此
が
は
じ
め
か
ら
あ
っ
た
千
手
観
昔
其
物
で
あ
る

か
否
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
許
し
然
り
こ
す
れ
ば
、
如
何
な
る
縁
で
醍
醐
ま
で
蓮
ば
れ
た
の
か
、
ま
だ
醍
醐
マ
ヽ
如
何
な
る
闊
係

に
あ
る
の
か
、
是
も
吾
人
の
疑
問
の
一
で
あ
る
。
•

河
海
抄
の
著
者
四
辻
善
成
は
、
元
徳
元
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
牡
年
時
代
か
ら
＂
吾
人
の
推
測
す
る
雲
林
院
の
荒
腹

の
年
ま
で
糊
る
こ
マ
）
、
約
五
十
年
で
あ
る
。
さ
れ
ば
雲
林
院
に
開
す
る
事
践
は
、
比
較
的
記
録
な
マ
y
」
が
豊
宮
で
も
あ

b
、
ま
た

五
六



五
七

古
老
0
言
を
も
徴
す
る
こ
＜
J

が
出
末
た
く
思
は
れ
る
0

し
が
し
て
河
海
抄
は
雲
林
院
の
本
尊
が
千
手
観
音
で
あ
っ
た
こ
＜
J

を
記

し
て
ゐ
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

河
海
抄
（
國
文
註
繹
全
書
本
）

雲
林
院
は
淳
和
の
離
宮
な
b

、
仁
明
天
皇
に
虞
分
し
奉
給
次
常
康
親
モ
博
領
、
本
堂
は
彼
親
王
堂
也
、
其
後
御
願
寺:•
,
J
し
て

天
府
に
賓
性
僧
都
別
賞
秤
補
せ
ら
れ
な
ざ
し
て
、
殊
尊
敬
あ
b
、
又
天
暦
七
年
正
月
入
日
於
雲
林
院
令
轄
大
般
若
又
康
和
四

年
五
月
十
四
日
始
従
今
H
於
其
言
院
東
寺
雲
林
院
達
壷
寺
賓
相
寺
講
仁
王
経
限
廿
ヶ
日
覚
之
総
息
宍
狙
本
諄
千
手
観
昔
在
霙

験
云
々
又
謙
徳
公
之
康
保
―
元
年
二
月

t-H補
雲
林
院
別
嘗
匹
霜
直
小
右
記
云
定
覺
阿
闊
梨
年
末
籠
居
雲
林
院
批

山
城
名
勝
志
に
、
花
烏
餘
情
云
マ
J

し
て
此
文
を
引
用
し
て
ゐ
る
り
は
、
河
海
抄
の
誤
で
あ
る
。

現
在
の
雲
林
院
で
聞
く
こ
、
十
一
面
覧
昔
は
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
こ
い
ふ
‘u

し
か
し
そ
れ
は
本
館
で
は
な
か
っ
た
こ
こ
は
畜
前

述
の
通
り
で
あ
る
Q

「
本
尊
千
手
観
昔
在
索
験
」
の
文
は
、
喫
沖
の
古
今
餘
材
抄
に
「
御
記
云
」
y
J

し
て
あ
る
が
、
宇
多
天
皇
醍
、
醐
天

臭
叶
上
天
皇
の
御
記
の
う
ち
、
い
つ
れ
か
で
あ
ら
う
マ
J

思
ふ
が
、
右
の
壽
に
は
見
付
ら
ぬ
0

寛
平
、
延
喜
、
天
肝
の
一
ー
一
御
記
共
迭

し
て
、
は
．
つ
か
に
藤
原
廣
呪
の
抄
録
せ
る
も
の
し
か
現
存
し
て
居
ら
ぬ
の
で
、
契
沖
が
果
し
て
右
の
御
記
の
ら
ち
に
「
千
手
覧
昔

云
々
」
の
文
を
目
賭
し
た
か
は
頗
る
疑
は
し
い
0

或
は
河
海
抄
か
ら
所
引
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
°
何
れ
に
し
て
も
、
此
千
手

観
音
が
醍
醐
に
現
存
せ
る
か
否
か
は
調
査
の
要
あ
る
も
の
ビ
認
め
ら
れ
る
。

第

五

章

雲

林

院

荒

隈

の

年

代

荒
巖
の
時
期
ー
大
掘
寺
長
老
妙
超
の
證
文
ー
塔
中
念
佛
寺
戦
進
の
詞
ー
此
励
進

詞
の
史
的
債
値
ー
貞
享
及
賓
永
頃
の
雲
林
院
ー
謡
曲
の
文
を
以
て
雲
林
院
の
存

在
を
證
し
得
る
や
ー
結
論



離
宮
紫
野
院
の
創
建
年
代
が
不
明
な
る
如
く
｀
其
後
身
雲
林
院
の
隕
滅
の
時
代
も
亦
わ
か
ら
な
い
0

山
城
名
勝
志
に
引
用
さ
れ

て
ゐ
る
願
達
の
勘
進
の
詞
は
、
未
だ
原
本
に
接
せ
ぬ
け
れ
ざ
も
、
徳
治
三
年
に
雲
林
院
の
塔
中
な
る
念
佛
寺
を
修
造
せ
ん
こ
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
；
後
二
條
天
皇
の
御
代
に
は
尚
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
雲
林
院
の
存
在
は
、
少
く
マ
J

も
徳
治

三
年
ま
で
下
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
元
亨
四
年
五
月
六
H
、
雲
林
院
菩
提
講
東
塔
中
、
北
寄
二
十
丈
大
徳
寺
へ
寄
附
さ
れ
、
大
癒
寺

長
老
妙
超
が
其
證
文
を
出
し
て
ゐ
る
か
ら
、
元
亨
四
年
に
は
、
す
で
に
雲
林
院
が
な
か
っ
た
マ
J

解
さ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
掘
治
一
―
―

年
竺
冗
亨
四
年
マ
J

の
間
、
即
ち
十
四
年
の
間
に
磨
寺
に
な
っ
た
も
の
て
こ
云
ひ
得
る
。
天
長
か
ら
此
年
ま
で
凡
四
百
七
十
年
績
い

て
末
た
法
燈
も
、
惜
哉
消
わ
て
し
ま
っ
た
3

山
城
名
勝
志
所
引
（
史
籍
集
覧
本
）

念
佛
寺
雲
林
院
内
ノ
内

徳
治
一
二
年
、
勧
進
ぷ
叫
云
、
拗
進
沙
門
願
巡
敬
白

殊
十
方
檀
那
の
芳
思
た
蒙
て
冨
裳
林
院
の
内
に
合
佛
寺
な
修
造
せ
ん
さ
お
も
う
事
、

右
雲
林
院
は
、
腿
代
の
枢
創
、
調
御
の
巡
宮
也
、
淳
和
の
明
主
天
長
の
む
か
し
は
、
翠
輩
な
ひ
き
幸
路
の
跡
を
の
こ
す
、
宇
多

の
理
臭
寛
平
の
春
は
．
鸞
輿
輩
て
、
祁
林
の
榮
を
開
く
、
塔
婆
セ
い
へ
ば
村
上
の
勅
願
五
佛
の
慈
願
を
安
骰
す
、
地
勢
セ
お
も
へ

庄
城
北
り
勝
形
、
四
岬
の
具
足
に
か
な
へ
り
、
云
云
、
寛
和
ノ
暦
に
お
よ
ひ
て
、
一
の
梵
字
セ
ひ
ら
き
、
念
佛
寺

Jゞ

な
つ
け
、
安

骰
の
本
諄
は
、
偲
敢
大
師
の
造
、
禰
陀
佛
供
養
の
唱
禅
、
籾
厳
先
徳
云
々
、
其
よ

b
後
、
毎
月
朔
の
期
を
む
か
へ
て
、
菩
提
講
の
勤

い
た
す
．
彼
式
文
は
、
班
心
の
製
作
云
々
、
去
建
治

3
)

＾^ijt丘
尼
正
信
．
あ
ま
ね
（
上
下
を
す
A

め
て
靭
修
造
を
い
た
す
、

不
断
念
佛
の
梵
行
を
み
す
、
下
略
低
治
＿
二
年
四
月
日
沙
門
願
巡

右
の
文
中
:
は
じ
め
は
、
淳
和
天
皇
の
御
草
創
な
る
を
言
ひ
、
「
寛
平
の
春
」
は
即
ち
警
宇
多
天
皇
直
平
八
年
正
月
の
行
幸
で
あ
っ
て

五
入



玉
九

（
第
十
二
章
参
照
）
、
H
本
紀
略
｀
扶
桑
略
記
，
本
朝
文
粋
、
菅
家
文
章
の
記
事
に
符
合
す
る
。
「
塔
婆
セ
い
へ
ば
村
上
の
勅
願
、
五
佛

の
慈
顔
」
は
；
す
な
は
ち
、
多
賓
塔
マ
J

五
佛
像
を
指
し
た
の
で
、
應
和
一
1

一
年
三
月
十
九
H
に
竣
工
し
た
0

こ
れ
も
本
朝
文
粋
｀
扶
桑

略
記
、
村
上
天
皇
御
記
、
西
宮
記
の
記
載
こ
悉
く
一
致
す
る
0
(
第
十
一
章
参
照
）
菩
提
講
は
有
名
な
る
、
雲
林
院
の
菩
提
講
で
「
毎

月
朔
」
ご
あ
る
の
も
、
色
葉
集
や
、
中
右
記
な
ざ
こ
も
合
致
す
る
。
（
第
十
三
章
差
照
）

菩
提
講
寺
址
は
ぶ
5

勝

志

よ

る
y
J

、
大
徳
寺
の
境
内
に
あ
る
9
J

の
事
で
あ
る
。
名
勝
志
は
賓
永
頃
の
作
で
鳴
「
堂
跡
胞
存
」
・
ビ
の
み

あ
っ
て
、
小
堂
の
存
否
は
記
し
て
な
い
が
、
そ
れ
よ

b
も
以
前
．
RIJ
ち
貞
享
の
頃
に
成
っ
た
、
黒
川
空
逸
の
瀕
州
府
志
に
は
、
一
草

堂
を
存
す
る
の
み
マ
J

言
っ
て
ゐ
る
°
按
ふ
に
、
後
醍
醐
天
皇
以
後
、
何
れ
の
時
代
に
か
．
何
人
か
が
、
奮
刹
名
跡
保
存
の
目
的
を
以

て
、
小
堂
を
建
て
た
の
で
あ
ら
う
、
而
し
て
そ
れ
が
幸
に
も
，
途
中
建
直
し
や
、
修
理
等
を
経
て
、
今
H
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
る
0

大

癒
寺
に
寺
地
が
編
入
せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
保
存
が
容
易
に
な

b≫

お
そ
ら
く
大
徳
寺
の
手
で
、
小
堂
セ
保
つ
て
末
た
ご
見
る
べ
き

で
あ
る
上
入
徳
寺
に
は
之
に
闊
す
る
資
料
な

b
、
記
録
な
り
が
あ
る
マ
J

思
ふ
け
れ
ざ
も
、
見
る
機
を
得
ね
の
は
、
吾
人
の
研
究
を
補

ふ
上
に
遺
憾
な
こ
ご
で
あ
る
)
瀕
州
府
志
に
、
草
堂
を
存
す
マ
J

あ
る
の
は
、
今
の
観
昔
堂
を
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
0

建
物
は

勿
論
菱
っ
て
ゐ
る
に
し
て
も
。
し
て
み
る
こ
、
小
堂
が
廷
て
ら
れ
て
か
ら
も
ぶ
か
な
り
長
年
月
を
閲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

瀕
州
府
志
（
績
々
群
書
類
従
本
）

雲
林
院
在
ー
大
徳
寺
東
南
二
二
代
賓
録
十
六
怨
云
雲
林
院
故
無
品
常
康
親
王
之
奮
居
也
貞
観
十
一
年
二
月
十
六
H
親
王
以
I

I

斯
院
四
竺
逼
賠
日
深
草
天
皇
賜
二
斯
院
於
某
ー
天
皇
迂
返
某
又
為
レ
僧
此
鹿
永
為
二
天
台
精
含
盃
盟
杏
爾
勤
行
無
レ
怠
嘗
レ

報
両
極
之
恩
云
々
相
偲
此
慮
元
嵯
峨
淳
和
雨
帝
滸
撒
之
行
宮
也
爾
後
総
面
涵
竺
於
＞
姓
修
ー
ー
菩
提
講
一
云
後
醍
醐
天
皇

時
此
院
属
i
一
大
徳
寺
＿
今
茄
展
綾
存
こ
草
堂
一
世
謂
瓦
匹
村
丘
g-i

宇
治
伊
五
告
竺
雲
林
院
＿
者
也

右
引
用
文
の
は
じ
め
に
、
三
代
質
録
十
六
巻
云
云
こ
あ
る
が
、
十
六
塔
に
は
雲
林
院
の
記
事
が
見
わ
な
い
か
ら
、
多
分
四
十
六
巻



の
映
で
あ
ら
う
。
し
か
し
て
名
勝
志
に
言
へ
る
、
菩
提
講
寺
址
が
、
大
樽
寺
嬌
内
の
ざ
の
邊
に
な
る
の
か
も
、
大
掘
寺
に
就
て
未

だ
開
く
機
な
く
て
過
ぎ
た
。

要
す
る
に
、
雲
林
院
は
、
吾
人
の
推
測
に
よ
る
ご
、
徳
治
一
1

一
年
竺
冗
亨
四
年
っ
f
J

の
間
に
荒
巖
に
蹄
し
た
CJ

然
る
に
、
そ
れ
よ
b
以
後

に
作
ら
れ
た
、
陥
曲
「
夕
顔
」
「
雲
林
院
」
の
二
曲
マ
J

も
、
雲
林
院
を
現
賓
の
如
く
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
無
名
草
子
が
、
黒
川
春
村
の

説
く
如
く
、
應
永
頃
の
作
で
あ
る
こ
し
て
も
、
言
ふ
マ
J

こ
ろ
は
大
齋
院
の
時
の
こ
マ
J

で
あ
る
か
ら
、
年
代
は
平
安
朝
時
代
に
糊
る
。

よ
っ
て
こ
れ
は
例
外
で
あ
る
0

謡
曲
「
裳
林
院
」
も
、
人
物
ご
し
て
は
平
安
朝
時
代
の
在
原
業
平
や
二
條
后
が
出
て
末
る
が
、
公
光

の
動
作
は
如
何
に
も
雲
林
院
存
在
の
や
う
に
思
は
れ
る
筆
致
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
作
者
の
夢
幻
的
な
技
巧
で
あ
っ
て
、
こ

の
曲
の
作
ら
れ
た
室
町
時
代
に
雲
林
院
の
な
か
っ
た
こ
こ
は
、
既
に
吾
人
の
設
い
た
'
t
J

こ
ろ
で
明
で
あ
り
、
ま
た
大
徳
寺
文
書
な

る
後
醍
醐
天
皇
論
旨
（
第
六
章
怨
照
）
に
よ
っ
て
も
、
室
町
時
代
に
存
在
し
な
か
つ
た
こ
'
t
J

は
肯
定
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
謡
曲
「
タ

顔
」
の
詞
意
は
、
う
つ
か
り
す
る
こ
、
つ
い
釣
込
ま
れ
て
．
雲
林
院
が
常
時
存
在
し
た
樟
に
考
へ
逹
ひ
を
す
る
か
ら
、
注
意
を
要
す

る
貼
で
あ
る
。
も
一
っ
謡
曲
半
蔀
に
は
、
「
こ
れ
は
都
紫
野
雲
林
院
に
住
ひ
す
る
僧
に
て
候
」
ご
如
何
に
も
．
現
宵
の
人
物
の
様
に

翡
き
始
め
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
作
者
の
空
想
で
あ
っ
て
、
雲
林
院
厳
存
の
理
由
に
は
な
ら
ぬ
。

謡
曲
夕
顔
(
H
本

文

學

大

系

本

）

．

ツ
キ
詞
「
こ
れ
は
幾
後
國
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
0

さ
て
も
松
浦
箱
綺
の
誓
ひ
も
勝
れ
た
る
マ
J

は
申
せ
ぐ
J

も
、
猶
も
名
高
さ

男
山
に
参
ら
ん
'
t
J

思
代
此
の
程
部
に
上
り
て
候
今
日
も
今
日
も
又
立
ち
出
で
佛
閣
に
参
ら
ば
や
ご
思
ひ
候
u

サ
ッ
陥
尋
ね

見
る
、
部
に
近
き
名
所
は
.
ま
す
名
も
た
か
く
聞
わ
け
る
、
雲
の
林
の
夕
日
影
、
ァ
r
つ
ら
ふ
方
は
秋
ゃ
の
ぶ
化
紫
の
野
を
分
け
て
、

ヮ
ぎ
ど
キ
ヅ
レ
上
歌
陥
「
賀
茂
の
み
や
し
ろ
伏
し
井
み
、

l
¥、
乱
の
森
も
う
ち
過
ぎ
て
ぶ
細
る
宿
り
は
在
原
の
、
月
や
あ
ら
ぬ
く
ふ

こ
ち
け
る
、
五
條
あ
た
り
の
あ
ば
ら
屋
の
ぶ
エ
も
知
ら
沿
所
ま
で
、
尋
ね
訪
ひ
て
ぞ
暮
し
け
る
、

l
¥
0
ワ
キ
詞
「
急
ぎ
候
ほ
ざ
に
畜

六
0



こ
れ
は
早
五
條
あ
た

b
に
て
有
り
げ
に
候
、
不
思
議
や
な
あ
の
屋
づ
ま
よ
り
：
女
の
歌
を
吟
す
る
聾
の
聞
之
候
0

暫
く
相
待
ち

尋
ね
ば
や
マ
J
思
ひ
候
。

右
の
文
中
．
「
名
も
た
か
く
聞
わ
け
る
、
雲
の
林
」
「
紫
の
野
」
に
て
、
は
つ
き
り
マ
J
‘
紫
野
の
雲
林
院
な
る
こ
さ
を
言
明
し
て
ゐ

る
が
｀
勿
論
、
内
藤
藤
左
術
門
が
之
を
作
っ
た
（
｛
諜
輝
匹
註
い
）
時
に
、
雲
林
院
Oj
な
か
っ
た
こ
マ
J
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
て
二
三
行
後
に
、
業
平
の
五
條
の
あ
ば
ら
や
な
ざ
。
伊
勢
物
語
に
よ
っ
て
、
作
為
し
た
あ
ゞ
J
を
み
る
ご
、
名
も
た
か
く
な
ざ
害

い
て
ゐ
る
け
れ
ぐ
:
も
‘
賓
は
想
像
に
出
た
こ
こ
は
愈
々
明
瞭
で
あ
る
。
内
藤
河
内
守
の
偲
は
、
吾
人
は
未
だ
調
べ
る
こ
マ
J
を
得
な

い
が
、
室
町
時
代
の
人
ら
し
く
、
要
す
る
に
此
曲
を
以
て
、
常
時
雲
林
院
が
存
在
し
た
證
披
に
は
な
ら
な
い
。
以
上
述
べ
た
く
し
こ

ろ
に
よ
っ
て
、
雲
林
院
の
土
地
麿
は
ら
や
は
り
、
徳
治
一
ー
一
年
ご
元
亨
匹
年
の
間
十
六
年
間
の
事
で
あ
る
の
は
、
動
か
し
難
い
事
宵
で
あ

る
マ
J
思
ふ
。

六

江
戸
時
代
の
文
學
で
作
者
不
詳
の
尤
之
雙
紙
；
上
の
部
一
二
十
四
に
「
む
ら
さ
き
の
物
の
し
な
た
＼
」
ご
い
ふ
一
節
が
あ
っ
て
．
そ

の
中
に
雲
林
院
が
面
白
く
紫
づ
く
し
で
謳
白
い
て
あ
る
0

こ
れ
ら
も
紫
野
マ
J
い
へ
ば
雲
林
院
を
連
想
す
る
程
に
有
名
で
あ
っ
た
證

操
で
あ
る
が
、
敢
て
そ
の
著
作
の
時
代
に
雲
林
院
が
堂
々
た
る
寺
院
で
あ
っ
た
こ
マ
J
を
語
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
こ
マ
J
は
謡
曲

ご
同
巧
異
曲
で
あ
る
。

紫
の
雲
の
林
に
き
て
み
れ
ば
．
紫
衣
き
た
僧
の
、
紫
檀
の
机
に
よ
り
か
A

り
、
紫
硯
の
ふ
た
を
あ
け
、
す
み
す
り
す
ま
し
か
か
れ

た
る
、
掛
字
の
へ
う
ぐ
は
何
々
ぞ
紫
綾
の
さ
う
の
へ

h
、
紫
地
の
錦
の
一
文
字
、
紫
絲
の
た
＜
ぽ
な
り
ぷ
控
豚
わ
き
を
み
て
あ
れ

ば
、
童
一
人
あ
b
け
る
が
、
紫
か
の
こ
の
小
袖
き
て
薄
紫
の
く
A
し
帯
、
紫
た
び
を
穿
き
に
け
b°
紫
の
ふ
く
さ
に
茶
わ
ん
の
せ

御
茶
を
再
々
は
こ
ば
る
1'10

其
名
を
い
か
に
マ
J
問
ひ
け
れ
ば
、
何
ご
な
b
マ
J
も
、
鰯
マ
J
こ
そ
は
申
さ
れ
た
b
o
こ
れ
も
紫
の
う

ち
な
る
べ
き
か
。
（
日
本
文
學
大
系
本
）



吾
人
の
祖
先
は
、
上
古
姓
氏
を
備
へ
な
い
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
而
し
て
姓
氏
は
必
す
名
族
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
0

書
紀
に

姓
氏
の
初
め
て
見
わ
る
の
は
．
物
部
氏
、
（
垂
仁
紀
二
六
年
）
、
大
伴
氏
、
（
旦
発
行
紀
四

0
年
）
・
中
臣
氏
、
（
仲
哀
紀
九
年
）
な
ざ
で
、

此
の
頃
で
も
ま
だ
姓
氏
を
そ
な
へ
な
い
で
、
軍
に
某
氏
の
祖
マ
J

記
し
た
人
名
が
多
く
あ
る
0

然
る
に
仁
徳
紀
の
頃
に
な
る
マ
J

、何

時
の
問
に
か
姓
氏
の
具
つ
だ
人
名
が
出
末
た
3

允
恭
紀
の
頃
に
は
姓
氏
が
混
じ
て
稽
々
も
す
れ
ば
、
天
下
の
秩
序
が
胤
れ
や
う

ク

ガ

ク

チ

9
J

し
た
の
で
、
之
を
糾
明
せ
ら
れ
る
必
要
が
生
じ
、
紀
元
一

0
七
五
年
，
天
皇
の
四
年
に
盟
紳
探
湯
を
行
っ
て
姓
氏
を
正
さ
れ
た

そ
の
後
、
世
移
り
時
菱
り
姓
氏
は
ま
す
ま
す
索
れ
た
°
姓
氏
録
上
表
に
「
甲
姓
聯
レ
衡
、
枝
葉
寛
繁
、
派
流
禰
衆
」
マ
J

あ
る
の
は
そ

の
常
時
の
状
態
を
よ
く
現
は
し
て
ゐ
る
。
加
ふ
る
に
奈
良
朝
を
紙
て
、
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
は
、
朝
鮮
、
支
那
か
ら
蹄
化
し
た

人
々
が
盆
々
繁
殖
し
て
、
何
れ
が
何
れ
9
J

も
判
ち
兼
ね
る
様
に
な
り
、
姓
氏
録
編
纂
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
0

姓
氏
録
の
序
文

に
「
萬
方
庶
民
、
陳
斉
回
貴
之
枝
葉1ヽ
＿
―
-
韓
蕃
賓
、
稲

-
1日
本
膊
胤
ー
、
時
移
人
易
、
〖
ざ
知
而
言
l
‘賓
字
之
末
、
其
争
猾
繁
、
俯
取
杢
名

貝

田

四

耶

消
少
納
言
枕
草
子
を
模
し
た
ご
い
ふ
此
害
の
興
味
は
、
む
し
ろ
諧
譴
に
あ
る
の
で
、
枕
草
子
の
如
き
透
徹
犀
利
な
る
ェ
ッ
セ
イ
に

は
比
す
べ
き
も
の
で
な
い
。

要
す
る
に
雲
林
院
荒
磨
の
漠
然
た
る
年
代
は
上
述
の
如
く
推
定
し
得
る
が
、
其
魔
寺
の
原
因
は
未
だ
資
料
に
接
せ
す
模
糊
9
J

し

て
把
捉
す
る
に
由
も
な
い
。
．

新

撰

姓

氏

録

を

讀

み

て

六
1

1

兵

衛




